
■屋内回線区分イメージ図 

屋内回線区分は４つ（下図中の①～④）に分類されます。端末を設置するビルの指定業者（構内配線を敷設・保守している工事業者やビル管理会社）がある場合は、     
ほぼ「ＭＤＦ荷札」区分となります。また、日本銀行手配の業者は２社あり、回線工事および DSU 接続工事は NTT が、CE ルータの設置はソフトバンクが実施します。 
回線敷設工事完了時に NTT 作業員より受け取る工事完了報告書にて、工事完了時の施工区分が、『中継端末、回線に関する申出書』あるい

は『中継端末、回線に関する変更等に関する願書』にてご申請頂いたとおりになっていることをご確認ください。 
ＤＳＵとＣＥルータは、日本銀行からの貸与物品です。 
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DSU CE ﾙｰﾀ

タ 

②ＭＤＦジャンパ 
ＮＴＴ局側線番と構内側線番とのジャンパ作業まで（赤～青）は日

本銀行手配の業者（ＮＴＴ）工事。同工事作業中、どの構内線番と
接続するのかを利用先よりご指示願います。 

屋内回線（緑～橙）は利用先工事。日本銀行手配の業者（ＮＴＴ）

による工事までに、利用先工事を完了させておくことが必要です。 

屋内回線（橙）とＤＳＵとの接続工事は、日本銀行手配の業者（ＮＴ
Ｔ）工事ですが、利用先工事も可能です。利用先工事とする場合、

日本銀行手配の業者（ソフトバンク）によるＣＥルータ設置工事まで
に、接続工事を完了させておくことが必要です。 

③ＩＤＦ荷札 
端末設置フロアの IＤＦまで（赤～青～緑）

は、日本銀行手配の業者（ＮＴＴ）工事。 

フロア内配線の工事および IＤＦでのジャン
パ作業（橙）は利用先工事。 

④端末直前 
端末設置場所の直前（赤～青～緑～橙、

および橙とＤＳＵとの接続）まで日本銀行
手配の業者（ＮＴＴ）工事。 

※指定業者への事前許可が無いと日本銀行手
配の業者（ＮＴＴ）が工事出来ない場合があり
ますので、ご留意願います。 

※ﾙｰﾀ～端末の接続ｹｰﾌﾞﾙ
は利用先準備となります。 

電柱 

①ＭＤＦ荷札 
ＮＴＴ局側線番まで（赤）は日本銀行手配の業者（ＮＴＴ）工事。 

ＭＤＦでの構内側線番とのジャンパ作業（青）および屋内回線

（緑～橙）は利用先工事。 

ＤＳＵを日本銀行手配の業者（ＮＴＴ）から利用先にお渡ししま
すので、日本銀行手配の業者（ソフトバンク）によるＣＥルータ

設置工事までに、屋内回線（橙）とＤＳＵとの接続工事を完了
させておくことが必要です。 
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